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論文題目 

DRIVERS OF SEASONAL MALE-OUT MIGRATION, ITS IMPACTS ON AND 
ADAPTATION STRATEGIES OF LEFT-BEHIND FAMILIES: THE CONTEXT OF 
SLOW-ONSET DISASTERS IN BANGLADESH 
（男性の季節的移住の要因および残された家族への影響と適応戦略：バングラデシ

ュにおける遅発性災害のコンテキスト） 
（論文内容の要旨） 
本論文は、気候変動に対して脆弱なバングラデシュを対象に遅発性自然災害による男

性の季節的移住のメカニズムと、それによって残された家族への影響を明らかにするも
のである。論文は１０章から構成されており、各章の内容は以下の通り。 
第１章は序論である。問題の背景、基本的な概念、研究目的、研究の意義、論文の構成

などが示されている。本論文が扱う季節的移住は、ある地域から別の地域へ1年未満の期
間、一時雇用を目的とした移動を指す。また、遅発性災害とは、単一の明確な事象により
発生する災害（即発性災害）ではなく、時間の経過と共に累積的に進行する災害であり、
バングラデシュの農村地域でみられる季節的移住の主要因となっている。しかし、遅発
性災害と季節的移住の関係性およびその影響については十分に研究されていない。 
第２章では、既往研究を踏まえて研究の枠組みの構築を行った。災害による移住のパ

ターンとその促進要因、季節的移動によって取り残された家族に与える影響、残された
家族の適応戦略に関する研究を整序している。 
第３章では、バングラデシュの気候変動・自然災害・近年の災害による季節的移住の状

況が、第４章では、方法論に関する情報に加えて、対象地域、調査設計とデータ収集の方
法などがそれぞれ述べられている。 
第５章は災害に起因する移住とその影響に関する系統的な文献レビューである。Web 

of Scienceデータベースにある過去３０年間の英語の研究論文を対象にし、系統的文献
抽出のガイドラインであるPRISMAに従い、災害や移住に関係するキーワードを用いて体
系的な文献抽出を試みている。移住は住民の取り得る基本的な適応戦略と位置づけられ、
それを誘発する災害は、干ばつ、塩害、河岸侵食、サイクロン、地すべり、地震などであ
る。また、遅発性災害と即発性災害のそれぞれの移住パターンを明らかにしている。さら
に移民の脆弱性、残存世帯の脆弱性、将来の災害リスク対応のあり方などに研究課題が
残されている点を指摘している。 
第６章では、バングラデシュ南西部と北西部の５地区を対象とし、電話による半構造

化インタビューによって１５５サンプルのヒアリングデータを収集した。本章では、干
ばつ、塩害、河岸浸食（遅発性）、サイクロン、洪水（即発性）の５つの災害を取り上げ
ている。質的データ分析法を用いて移住を誘発させる災害の種類、移住者の属性、移住の
パターン、移住を後押しする要因、移住による影響などを明らかにするとともに、災害間
でそれらを比較し、相違点と共通点を明らかにしている。 
第７章では、世帯単位のアンケート調査（有効サンプル数：３５６）を実施し、干ばつ

と塩害に起因する男性の季節的移住が残された家族に与える影響、残された女性からみ
た移住の理由などを明らかにしている。 
第８章では、残された女性によるフォーカスグループディスカッションとアンケート

調査（有効サンプル数：２１３）を通じて、残された家族の適応戦略とそれを左右する要
因を明らかにしている。残された家族の戦略を５つの側面（経済的、社会的、環境的、教
育的、健康的）に分け、採択状況を明らかにしている。また、これらの戦略の採否に回答
者の個人属性がどの程度影響しているかを回帰分析によって明らかにしている。 
第９章は研究全体のとりまとめである。３つの領域（災害による移住の種類・パターン

及びその促進要因、男性の季節的移住によってもたらされた家族への影響、残された家
族の適応戦略）で得られた本研究の知見をこれまでの文献を参照しつつ整理している。 
第１０章は結論と提言である。研究の貢献、限界、再現性などをまとめると共に、研究

成果を踏まえて政策立案者への提言や残された課題を整理している。 



 
（ 続紙 ２ ） 

（論文審査の結果の要旨） 
気候変動や自然災害は農村地域の生業・生活に様々な影響を及ぼすが、その帰結の

１つに男性の季節的な移住（いわゆる出稼ぎ）がある。災害によって引き起こされる
男性の季節的移住は、取り残された家族、特に女性と子供に大きな苦難を強いている。
近年、気候変動や自然災害によって誘発される移住問題について実証的な調査研究が
進められているが、大部分の研究は、洪水、サイクロン、台風、地震、津波など、急激
な災害のケースを扱ったものであり、じわじわと緩慢に被害をもたらすタイプの災害、
すなわち本論文が対象とする遅発性災害による人口移動の研究は必ずしも多くない。
この論文は、バングラデシュ南西部と北西部を調査対象地区とし、これまで注目され
てこなかった遅発性災害を取り上げ、男性の季節的移住と残された家族に与える影響
と適応戦略の実態を解明しようとしたものである。 
本論文で学術的に評価できる点として、以下の４点が挙げられる。 

1. 系統的な文献レビューにより、即発性災害に加えて、干ばつ、塩害、河岸侵食など
の遅発性災害が人口移動を誘発しやすいこと、また、それは被災住民の適応戦略と
みなすことができ、その形態としては男性による被災地から都市への短期の季節
的移住となること、他方、移住先の住民の脆弱性や残された家族の脆弱性と適応戦
略についての研究が不足していることなどを明らかにした。 

2. インタビューを通じて得られた大量の質的データを用いて、これまで研究蓄積が
乏しかった「災害による移住」のメカニズムを明らかにした。被災が移住の直接的
な原因であるが、それに加えて付随的な要因が移住を後押ししている。５つの災害
（遅発性災害：干ばつ、塩害、河岸侵食、即発性災害：サイクロン、洪水）のそれ
ぞれについて移住を後押しする要因を明らかにするとともに、それを災害間で比
較することにより、災害毎に移住メカニズムが異なることを明らかにした。 

3. 詳細なアンケート調査により、男性の季節的移住が残された家族、特に女性に及ぼ
す影響を多角的（経済、社会、環境、教育、および健康の５群延べ３４項目）に明
らかにした。 

4. 男性の季節的移住を選択した家族が取り得る適応戦略の一覧メニュー（上述の５
群延べ３５項目）を作成した上で、残された家族（女性）を対象とした対面世帯調
査により適応の実態を明らかにすると共に、このような適応戦略の採択率（全体お
よび各群）を左右する回答者および世帯の属性項目を明らかにした。 

以上のように、本論文は、文献レビュー、フォーカスグループディスカッション、

対面型面接調査、アンケート調査などの調査手法を駆使して、これまで学術的に注目

されてこなかった遅発性災害とそれが誘発する男性の季節的移住の実態、その生成メ

カニズム、残された家族への影響、家族が取り得る適応戦略などを明らかにした先駆

的研究である。これらの成果は、遅発性災害常襲地域の地域政策に関わる実務担当者

に有益な知見をもたらすとともに、地球環境学、持続的農村開発論、地域防災学の学

術的発展に寄与するところが大きい。 

よって本論文は博士（地球環境学）の学位論文として価値あるものと認める。なお、
令和５年３月２８日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、博
士（地球環境学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 
また、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に

際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
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